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W56b 「すざく」搭載X線CCDカメラXISの Spaced-row Charge Ingectionの
較正の状況
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「すざく」搭載X線CCDカメラXISは 2005年 8月以来、順調に観測を続けている。しかし、当初から予想さ
れていた通り、軌道上での宇宙線損傷により電荷転送効率（CTE）が減少し、エネルギー分解能の劣化が進んで
きている。そこで 2006年 8 月より、エネルギー分解能を回復させるために Spaced-row Charge Injection（SCI）
を行っている。SCIとは天体観測中に CCD撮像領域最上部に設けられたレジスターから一定間隔転送行毎に電
荷を注入することである。これにより、CTE 低下の原因となるシリコン結晶中の電荷トラップを埋め、CTEを
回復、エネルギー分解能を改善することができる。「すざく」 XISはこの SCIを世界で初めて軌道上で運用し、
エネルギー分解能が 210eVから打ち上げ当初の 140eVまで改善することを実証した。
SCI on時には SCI off時とは異なる CTE補正法、および、エネルギーゲイン等の再較正が必要となる。シン
グルピクセルイベントとマルチピクセルイベントの較正線源スペクトルの比較により、表面照射型センサー（FI）
では SCI on、off 時でCTEのエネルギー依存性が大きく変化しないものの、裏面照射型センサー（BI）では SCI
off時での CTEのエネルギー依存性が SCI on時より小さくなることが分かった。これを踏まえた上で現在、BI
の CTE補正を行っている。また、E0102等の天体を用いて、較正線源の利用できない低エネルギー側でのエネ
ルギーゲインの較正も進めている。これら SCIの機上較正の現状について、本講演では報告する。


